
と　き：令和元年 7月 12 日（金）
ところ：清田区民センター 大ホール
参加者：241 名

北星学園大学社会福祉学部福祉臨床学科

准教授　畑　亮輔 氏

清田区福祉のまち推進センター 活動交換会

安心して暮らせる
地域づくり
～町内会・自治会の力

　このような社会状況では「地域生活の中で“困りごと”を抱えている人々への困りごと解消に向けた支援」とし
て、困りごとを抱えた人を「発見」し、地域社会で連携してその人に適した方法で解決に向け取り組む。“困りごと
”を抱えた人を確実に見つけだし支援につなげることが大切となります。
　地域の各団体・組織がそれぞれの強みを生かしながら協力することで、専門的支援と地域的支援の両方を総
合的に提供することができ、効果的に困りごとを解決することが期待できます。

専門的支援と 地域的支援

　どのような地域福祉活動でも直接的な効果と間接的な効果の 2つの効果が期待されます。
　例えば、地域で見守り活動を進めることで独居高齢者の方など緊急時の早期発見につながるのが  直接的効果  。
見守り活動を通じて住民同士のつながりが形成されるのが  間接的効果  。
など、1つの活動目的から別のつながりを作っていくことができます。

直接的な効果と 間接的な効果

　当日は、スマホでQRコードを使って、その場でリアルタイム
でアンケートを実施するなど参加された方からは大変好評いた
だく講演となりました。

　今回の福まち活動交換会は、清田区民センターの改修工事の影響もあり例年と形を変え北星学園
大学の畑准教授を迎えての講演形式で開催しました。

　～畑准教授による講演内容を抜粋してご紹介します～
　日本の人口は今後 50 年間で約 4,000 万人減少することが推測され、人口減少や高齢化によるさまざまな課題
があげられます。
　そのため、今後はこれまでの行政や専門機関・施設が市
民を支える、現役世代が支える考え方ではなく、

①市民が役割を持ち自分らしく活躍できる地域
②市民、行政、専門機関・施設、民間企業などが協働して
互いに支えあう地域

の構築が必要となってきます。

・介護が必要な人の増加（家族の負担増大）
・認知症高齢者の徘徊
・孤立死の増加
・買い物や移動手段、生活基盤の危機　など

【人口減少・高齢化による課題】

4
毎月3日は 見守り訪問の日


